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国立国会図書館
書誌サ ビスの新展開書誌サービスの新展開
Web NDLSHとDC-NDL

平成22年7月27日 公開講演会
「セマンティック・ウェブと図書館：

機械が情報を読む時代へ」

国立国会図書館
収集書誌部収集・書誌調整課

大柴 忠彦
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1.  はじめに

「国立国会図書館の書誌サービスの新展開」

『NDL書誌情報ニ スレタ 2010年2号（通号13号）』『NDL書誌情報ニュースレター2010年2号（通号13号）』
http://www.ndl.go.jp/jp/library/data/bib_newsletter/2010_2/article_01.html

・インターネットの普及、

・NDL利用者の広範化、

平成22年7月27日 公開講演会
「セマンティック・ウェブと図書館：

機械が情報を読む時代へ」

・NDL利用者ニーズの多様化、
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1.  はじめに

「国立国会図書館の書誌サービスの新展開」

『NDL書誌情報ニ スレタ 2010年2号（通号13号）』『NDL書誌情報ニュースレター2010年2号（通号13号）』
http://www.ndl.go.jp/jp/library/data/bib_newsletter/2010_2/article_01.html

「…NDLでこそ可能なサービスを統合的に組み合

わせ、さらに他のサービスに連携を広げていくこと
によって、情報の探索機能を向上させることを目指

平成22年7月27日 公開講演会
「セマンティック・ウェブと図書館：

機械が情報を読む時代へ」

によって、情報の探索機能を向上させることを目指
します」
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1.  はじめに

・ウェブの世界へ、NDLがどのようにかか
わっていくかわっていくか、

・「機械が情報を読む時代」に、図書館が
培ってきたしくみを、いかに活用していくか、

・国立国会図書館の試みを紹介する。

平成22年7月27日 公開講演会
「セマンティック・ウェブと図書館：

機械が情報を読む時代へ」

セマンティック・ウェブと国立国会図書館
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2.  DC-NDL

「国立国会図書館ダブリンコアメタデータ記述」

http://www.ndl.go.jp/jp/library/data/meta.html

・2010年6月、NDLホームページに公開

2007年公開版の改訂

平成22年7月27日 公開講演会
「セマンティック・ウェブと図書館：

機械が情報を読む時代へ」

・2007年公開版の改訂
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2.  DC-NDL > 意義

・ダブリンコアを基礎としたメタデータ基準

・国内標準を志向

セマンティック・ウェブと国立国会図書館

＊インターネット情報の発信、検索、アクセ
スのために 標準的な枠組みを与える

平成22年7月27日 公開講演会
「セマンティック・ウェブと図書館：

機械が情報を読む時代へ」

スのために、標準的な枠組みを与える。
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2.  DC-NDL > 改訂のポイント

＊セマンティック・ウェブ志向

ブ 新 向 映・ダブリンコア最新動向の反映

・セマンティクス（記述の要素）と

シンタックス（記述の方法）の分離

・語彙（要素）の拡張と明確化

平成22年7月27日 公開講演会
「セマンティック・ウェブと図書館：

機械が情報を読む時代へ」

語彙（要素）の拡張と明確化

・RDFスキーマ対応
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2.  DC-NDL > 改訂のポイント

＊NDLにおけるデジタル情報提供への対応

・新しい情報探索サービス

・インターネット資料の収集保存事業拡大

・大規模デジタル化プロジェクト

平成22年7月27日 公開講演会
「セマンティック・ウェブと図書館：

機械が情報を読む時代へ」

大規模デ タ 化 ク
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2.  DC-NDL > 構成

・第一部: NDL Metadata Terms（記述の要素）

・第二部: Application Profile（記述の仕方）

・第三部: RDFスキーマ

平成22年7月27日 公開講演会
「セマンティック・ウェブと図書館：

機械が情報を読む時代へ」 10
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2.  DC-NDL > 構成

＊第一部: NDL Metadata Terms 
NDL独自定義語彙・NDL独自定義語彙

Transcription; Edition; Series Title …
・（DCMI Metadata Terms は再定義せずに

そのまま使用

Titl C t P bli h S bj t ）

平成22年7月27日 公開講演会
「セマンティック・ウェブと図書館：

機械が情報を読む時代へ」

Title; Creator; Publisher; Subject …）
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2.  DC-NDL >NDL Metadata Terms 

平成22年7月27日 公開講演会
「セマンティック・ウェブと図書館：

機械が情報を読む時代へ」 12



7

2.  DC-NDL > 構成

＊第二部: Application Profile 
NDL Metadata Terms及びDCMI Metadata・NDL Metadata Terms及びDCMI Metadata 
Termsについての記述の仕方

＊第三部: RDFスキーマ

・第一部で定めた事項のRDFによる記述

平成22年7月27日 公開講演会
「セマンティック・ウェブと図書館：

機械が情報を読む時代へ」

・第一部で定めた事項のRDFによる記述
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2.  DC-NDL > Application Profile 

平成22年7月27日 公開講演会
「セマンティック・ウェブと図書館：

機械が情報を読む時代へ」 14
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2.  DC-NDL > RDFスキーマ

平成22年7月27日 公開講演会
「セマンティック・ウェブと図書館：

機械が情報を読む時代へ」 15

2.  DC-NDL > 課題

・国際動向への連動

・NDLにおける情報探索サービスへ対応

・国内標準化

平成22年7月27日 公開講演会
「セマンティック・ウェブと図書館：

機械が情報を読む時代へ」 16
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3.  Web NDLSH

国立国会図書館件名標目表（NDLSH）ウェブ版

http://id.ndl.go.jp/auth/ndlshg j
・2010年6月、NDLホームページに公開

・NDLが目録に使用する統制主題語彙集

・従来: 冊子 PDF テキストデータ提供

平成22年7月27日 公開講演会
「セマンティック・ウェブと図書館：

機械が情報を読む時代へ」

従来: 冊子、PDF、テキストデ タ提供

17

3.  Web NDLSH > 意義

・ウェブで活用しやすい形での件名標目

（統制語彙）の提供

・多様な検索・連携が可能

セマンティック・ウェブと国立国会図書館

＊ウェブ上の情報探索・主題検索のために、

平成22年7月27日 公開講演会
「セマンティック・ウェブと図書館：

機械が情報を読む時代へ」

高度かつ標準的な枠組みを与える。
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3.  Web NDLSH > 特徴

・個々の件名標目へのURI付与

・SKOS（Simple Knowledge OrganizationSKOS（Simple Knowledge Organization 
System）形式の活用による

・多様な形式による全件及び個別ダウンロード

個別データ: RDF/XML、RDF/Turtle、JSON
全件データ: RDF/XML、TSV

平成22年7月27日 公開講演会
「セマンティック・ウェブと図書館：

機械が情報を読む時代へ」

・SPARQLによる外部システムとの連携
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3.  Web NDLSH > 特徴

・米国議会図書館件名標目表（LCSH）及び

ウィキペディアへのリンク

・標目語、参照語、分類記号（NDLC、NDC）
による検索

・NDLSHシソーラス構造による関連語参照、
及びそのグラフィカル表示

平成22年7月27日 公開講演会
「セマンティック・ウェブと図書館：

機械が情報を読む時代へ」

・（「国立国会図書館件名作業指針」公開）
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3.  Web NDLSH > トップページ

平成22年7月27日 公開講演会
「セマンティック・ウェブと図書館：

機械が情報を読む時代へ」 21

3.  Web NDLSH 

平成22年7月27日 公開講演会
「セマンティック・ウェブと図書館：

機械が情報を読む時代へ」 22



12

3.  Web NDLSH > 関連語参照

平成22年7月27日 公開講演会
「セマンティック・ウェブと図書館：

機械が情報を読む時代へ」 23

3.  Web NDLSH > グラフィカル表示

平成22年7月27日 公開講演会
「セマンティック・ウェブと図書館：

機械が情報を読む時代へ」 24
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3.  Web NDLSH > NDCによる検索

平成22年7月27日 公開講演会
「セマンティック・ウェブと図書館：

機械が情報を読む時代へ」 25

3.  Web NDLSH > RDF/XML形式データ

平成22年7月27日 公開講演会
「セマンティック・ウェブと図書館：

機械が情報を読む時代へ」 26
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3.  Web NDLSH >ウィキペディアへリンク

平成22年7月27日 公開講演会
「セマンティック・ウェブと図書館：

機械が情報を読む時代へ」 27

3.  Web NDLSH > LCSHへリンク

平成22年7月27日 公開講演会
「セマンティック・ウェブと図書館：

機械が情報を読む時代へ」 28
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3.  Web NDLSH > 多言語シソーラスへ

平成22年7月27日 公開講演会
「セマンティック・ウェブと図書館：

機械が情報を読む時代へ」 29

3.  Web NDLSH > 課題

・新設件名標目のRSS配信機能

・件名以外の典拠（名称典拠）のRDF化

・国内標準化

平成22年7月27日 公開講演会
「セマンティック・ウェブと図書館：

機械が情報を読む時代へ」 30
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4.  おわりに

ウェブの世界へ、

標準的な「意味 を与えるために・標準的な「意味」を与えるために

・図書館が培ってきたしくみ活かすために

セマンティック・ウェブと国立国会図書館

平成22年7月27日 公開講演会
「セマンティック・ウェブと図書館：

機械が情報を読む時代へ」

＊その実践としてのDC-NDL、Web NDLSH
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4.  おわりに

「国立国会図書館の書誌サービスの新展開」
『NDL書誌情報ニュースレター2010年2号（通号13号）』

http://www.ndl.go.jp/jp/library/data/bib_newsletter/2010_2/article_01.htmlp g jp jp y

「今、NDLは、国民にあまねく図書館サービスを提

供するために、社会生活の情報インフラとして浸透
しつつある「インターネットの世界」に存在する利
用者に向けて、新しいサービスを展開していこうと
しています

平成22年7月27日 公開講演会
「セマンティック・ウェブと図書館：

機械が情報を読む時代へ」

しています。」

ご指導ご協力をよろしくお願いいたします。
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